
インターネット配信による渡日前日本語事前学習支援体制の構築 
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要旨 

日本語の学習がいつでもどこでも可能となる，J-Support 日本語学習支援サイト（試作版）

http://j-support.isc.yamaguchi-u.ac.jp を構築し，2011年から渡日前日本語事前学習プログラムを

山口大学へ留学予定の学生を対象にインターネットで試行的に配信している。渡日前日本語を学

び，渡日後の日本語学習に繋げていく，渡日前・後の一貫した日本語教育支援を目指している。

本稿では，日本語・英語・中国語 3ヶ国語対応の J-Support日本語学習支援サイトのマルチメディ

ア日本語学習プログラムを用いた日本語学習支援体制について報告する。 
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1 はじめに 

 

留学生 30 万人計画が発信されて以来，留学

生交流事業が拡大しつつあり，留学生の受け入

れも拡大してきた。山口大学工学部でも，マレ

ーシアからの学部生の編入生，インドネシア，

ベトナム，タイからの大学院生の増加に伴い，

非漢字圏からの留学生が中国人留学生数を上

回ってくるなど留学生受け入れの実態も変貌

しつつある。 

山口大学をはじめ国立大学では，理工系大学

院生の受け入れが多いが，大学院生は，母国で

日本語を学ぶ機会がなく，日本語ができないま

ま来日するケースがほとんどである。来日後は，

日本語の学習時間も少ないため，日本語ができ

ず，日本での生活や学業に苦労する留学生が多

いのが現状である。 

日本での生活,学業において日本語は不可欠

であり,ほとんどの留学生が日本語を学びたい

と希望している。しかし,渡日後は,学業との兼

ね合いから,日本語を集中的に学ぶことができ

ないため学習時間数が少なく，日本語能力を効

率的に伸ばすことが難しいのが留学生の悩み

となっている。 

そこで,国費留学生など少数の留学生が受け

る日本語予備教育で実施している日本語・日本

文化学習および適応のためのオリエンテーシ

ョンなどをインターネット上でいつでもどこ

でも受けることができる日本語支援体制の構

築が必要であると考えた。 

渡日前に予備教育として日本語をインター

ネット上で学び，渡日後の日本語学習に繋げる

ことにより，来日後,より効率的に日本語を学

ぶことができる。また，日本語学習プログラム

と同時にキャンパスライフについての情報を

発信することにより，日本での生活の不安も軽

減され，比較的容易に日本に適応できると考え，

オリエンテーションビデオなどの制作も行な

った。 
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2 J-Support日本語学習支援サイト(試作版)

の構築  

 

渡日前事前学習プログラムを配信する

J-Support日本語学習支援サイト(試作版) (以

下 J-Support)(資料１参照)をメディア基盤セ

ンターの協力を得て構築し，2011 年から山口

大学へ留学予定の学生に試行的に配信を行っ

ている。 

J-Supportでは J-CAT渡日前受験，J-CATmini

体験版(以下 J-CATmini)，fukuクイズ，山口大

学オリエンテーションビデオ（以下 YU オリエ

ンテーションビデオ）にアクセスすることがで

きる。 

J-CAT 日本語テスト（以下 J-CAT）は，従来

渡日後，一斉受験してもらっていたが，来日直

後の受験は負担が大きいこと，コンピュータで

の受験に不慣れであることなどを考慮し，渡日

前受験を行うことにした。日本語クラスを受講

する留学生には，インターネット受験してもら

い，渡日後，留学生のレベルにあった適切な日

本語クラスで効率的に学んでもらえるように

プレースメントテストとして実施している。

J-CAT渡日前受験も J-Support上から J-CATへ

アクセスできるようにした。また J-CATmini，

fuku クイズ等で，練習ができるようになって

いる。 J-CATmini の電子化については，

「J-CATmini 日本語テストネット体験版の構

築と利用」（赤木，今井 2012）に詳しく報告

をした。 

また，日本語・英語・中国語の 3ヵ国語対応

の YU オリエンテーションビデオの視聴ができ，

山口大学や山口での生活について渡日前に知

ることができる。 

日本語を学んだことのない日本語未習者に

は，文字学習，数カ国語対応初級 e-ラーニン

グ日本語学習プログラムなど他機関の許可を

得て，リンクを紹介し，文字や挨拶を事前に学

んできてもらうようにしている。 

今後，日本語未習者も事前学習ができるよう

にサバイバル・ジャパニーズや多言語学習プロ

グラムなど自主プログラムを制作し，

J-Support の充実化を図っていく計画である。 

 

2.1 J-Support日本語学習支援プログラム 

 

J-Supportでは，日本の生活や文化など生の

日本社会全般に触れることのできる学習環境

を作り，その中で日本語を学んでもらうことを

目指している。大学生活や文化的コンテンツを

取り上げ，ビデオ，アニメーション，イラスト

などのマルチメディアを用い，視覚，聴覚に訴

える真正性の高い学習教材の開発を目指して

いる。 

J-CATmini や fuku クイズの練習問題もビデ

オ，アニメーション，イラストを用いた問題を

実験的に用いている。留学生からのフィードバ

ックでは，「生のビデオは，新鮮で楽しい，こ

ういう教材でもっと勉強したい」という声が多

かった。ビデオ教材は，数年経つと古さを感じ

るようになるため，常に新しいビデオ撮影が必

要であり，経費もかかる。しかし，今はコンピ

ュータでの編集が可能となり，比較的容易にビ

デオ撮影・編集ができるようになり，自主制作

も可能となってきた。国際交流基金のビデオ教

材「エリンに挑戦 にほんごできます」やアニ

メで学ぶ教材「アニメ・マンガの日本語」は，

海外でも画期的な教材として衝撃的に受け止

められ，好評であるが，これらの教材は，高校

生など年少者を対象に制作されたものであり，

大学で学ぶ留学生向けコンテンツとして制作

されたものではない。留学生向けコンテンツで

の制作が必要であると考える。 

また，文字サイズを大きくし，フォント，レ
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イアウトなど留学生が見やすい工夫をした。留

学生の視点での使いやすさを心がけ制作を行

っている。J-Supportのロゴも自主作成し，な

るべく留学生が，容易に目的のプログラムにア

クセスできるように工夫した。J-Support は，

地球，J-CATmini は，ネコ，fuku クイズは，

フグのロゴを自主制作し用いた。 

 

4 fuku クイズの電子化 

 

2010 年，J-CAT の練習問題 fuku クイズ(語

彙)CD版を試行的に制作し，留学生の自立学習

に役立ててきた。その後，J-Support構築にあ

たり，2011年,CD版の電子化を行い,J-Support

上に fuku クイズとしてアップロードした。   

fuku クイズは,問題 10 問全部に回答すると，

瞬時に正解・不正解が表示され，成績も表示さ

える。その後，解説を見ることができる自主学

習プログラムである。 

fuku クイズでは，問題は， J-CAT同様に一

問ずつ出され，四肢選択問題となっている。問

題は，初級（J-CAT100点～150点），中級(150

点～250点)，上級(250点～300点)の 3レベル

あり，各レベル 10問搭載している。 

fuku クイズ  へのアクセス方法は ，

J-Support トップページ fuku クイズを選択す

ると，fuku Quiz（図 1 参照）が表示される。

次に，語彙を選択し，クリックすると，英語ま

たは中国語を選択する画面が表示される（図 2 

参照）。問題の解説は，日本語・英語・中国語

の 3ヵ国語で対応しており，初級・中級・上級

の 3レベルが表示される（図 3参照）。学習者

の日本語能力に合ったレベルを選び，クリック

すると，問題（図 4参照）が始まる。問題終了

と同時に，成績および正解・不正解 が表示さ

れる（図 5 参照）。成績は，10 問中 7 問正解

というように表示される。また，音声マークを

クリックすると，問題の音声を聞くことができ

る。さらに，Detail をクリックすると，問題

の解説が英語または中国語訳付きで表示され

る（図 5参照）。解説では，問題の正解部分の

語彙の説明とその例文および例文の英訳また

は中国語訳をつけ，また漢字にはふりがなをつ

け，漢字の読み方も学ぶことができ，学習者が

動画やアニメーションを見ながら楽しく自主

学習できるようになっている。 

fuku クイズの問題項目の作成は，J-CAT 問

題項目作成基準に従って作問したものである

が，一部の問題項目は，動画，アニメーション

（図 7参照），イラスト付き問題項目で，マル

チメディア問題項目となっている。特に，着物，

下駄，和室，和食など伝統的な文化コンテンツ

を取り上げ，問題作成を行った。 

アニメーションは，日本を代表するサブカル

チャーで，留学生にとっては，日本語を学ぶき

っかけになっていることが非常に多い。精度の

高いアニメーション制作はコストもかかるた

め，試行的に自主制作したアニメーション，イ

ラスト，動画を用いた。アニメーション，動画

付き問題項目研究については，「コンピュー

タ・アダプティブ日本語テスト―文字語彙アイ

テム開発―」（赤木，中園，今井：2009）に報

告をした。 

コンピュータでの日本語学習は，コンピュー

タの機能をフルに活用したプログラムである

ことが望ましいが，必然性があり，なおかつ適

正な動画や静止画の利用にはまだ研究の余地

があると言えよう。fuku クイズでは，実験的

にマルチメディア問題項目作成を試み, 学習

者に利用してもたったところ，好評であった。

現在,語彙練習のみアップロードしているが,

今後,漢字,聴解,文法,読解についても順次制

作し，充実させていく計画である。 
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             図 1 Fuku Quiz  
 

 

       図 2英語・中国語選択画面 
 

 
       図 3  ３レベル選択画面 

 

図 4 ビデオ付き問題項目（四肢選択） 

 

図 5 成績・正誤表示画面 

 

 

図 6  解説（英語訳付き画面） 

 

正
ただ

しいものを選
えら

びなさい。 

 

a. しめる 

b. する 

c. とる 

d. おとす 

お椀のふたを取ります 

She takes the cover off 

of the soup bowl. 

（ふた）を取
と
る 

To take the cover off 

of a bowl or a pan. 

動詞
どうし

 Verb 
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図 7 アニメーション付き問題 

 

5  YUオリエンテーションビデオ 

 

山口大学留学生センターでは，毎年 4 月と

10 月の 2 回，新留学生のためのオリエンテー

ション，新留学生研修会（以下研修会）を実施

し，山口大学および山口での生活に適応できる

ように，国健康保険などの手続き，交通ルール，

ごみの出し方などの生活情報，日本文化への適

応，友だち作りのための昼食会，茶話会などの

プログラムを行っている。しかし，留学生の登

録手続きなどの関係から，研修会は，3週目に

実施している。このため，オリエンテーション

を 3週間待たなければならず，到着後すぐ必要

な情報あるいは異国での不安などがすぐには

解決できないという問題があった。    

そこで，渡日前に事前に情報が得られえるよ

うに，山口大学国際交流会館，チューター，日

本語授業などを紹介した YU オリエンテーショ

ンビデオを制作，J-Supportにアップロードし

た。渡日前，日本語能力チェック，日本語学習

同様に，母国で事前に視聴してきてもらうよう

に案内している。 

YU オリエンテーションビデオは，全編と項

目ごとの小編の両方があり，字幕付きである。

全編は，全項目を一度に見ることができ，小編

は，国際交流会館など視聴したい項目を選んで

見ることができる。 

ビデオ撮影にあたっては，留学生や留学生の

日本人学生チューターの協力を得て山口大学

で撮影された。日本語授業風景，チューターと

の勉強風景，日本文化体験プログラムで華道や

茶道を体験している場面などのキャンパスラ

イフおよび大学祭，地域交流での活動風景も紹

介している。日本社会や文化を映し出す新鮮な

場面を取り上げることを目指し，視聴して楽し

いビデオ制作を心がけた。制作にあたっては，

事前に自主撮影を行い，オリエンテーション場

面として効果的と考えられる場面を抽出した。

その後，外部委託し，制作を行った。DVD 版，

WEB版の両方がある。ビデオ撮影は，外注で制

作したが，日本語・英語・中国語のナレーショ

ンの録音は，自主制作した。 

 

内容 

１ 山口大学～山口，山口大学の生活，留学生

寮「国際交流会館」の部屋や留学生の生活を

紹介している。 

2 留学生支援～留学生支援室，チューター制度

について紹介している。 

3 ごみの出し方～ごみの出し方についての説     

明 

4 自転車のルール～自転車の乗り方について

の説明 

5 日本語授業文化学習～留学生センターの日

本語授業や華道，茶道，書道などの日本文化

体験プログラムを紹介している。 

 

 

正
ただ

しいものを選
えら

びなさい。 

 

星が ＿＿＿＿＿ひかっている。 

 

a. きらきら 

b. しみじみ 

c. さらさら 

d. ふわふわ 
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  図 11 YUオリエンテーションビデオ 

 

 

 
       図 12 ビデオ（チューター制度） 

 

7  今後の課題  

 

J-Supportの運用実験を中国，台湾などの協

定校の協力を得，行った。中国では，インター

ネット回線のスピードによっては，動画や音声

が途切れることもあった。動画などの容量を小

さくする，また facebookや You tubeを利用す

るなどするなどの対策を検討し，先ず，日本で

の利用が拡大している facebook J-Support を

試行的に作成した。facebook は，留学生だけ

ではなく日本人学生もアクセスしている。

J-Supportのサイトだけでは，アクセスが限ら

れるため，facebook からリンクできるように

実験的に行っている。ただ，facebook も中国

では利用できない。中国でのインターネット回

線の利用については課題であり，現在，北京師

範大学と共同で中国教育ネットの利用が可能

かどうか模索をしている。 

コンピュータやインターネットの進歩によ

り，マルチメディア教材が広く活用できるよう

になった今日は教材革命といってもよいであ

ろう。動画やアニメーションを視聴するだけで

はなく，日本語学習ができるというのは学習者

にとって魅力的なことであり，もっと勉強した

いと思えるようである。楽しく学べ，なおかつ

効果的に学べるマルチメディア教材を開発し，

学業で忙しい大学院生も限られた時間で日本

語が効率的に学べる学習環境の整備を行って

いく必要があろう。渡日前・後の一貫した日本

語学習支援体制の構築には，このようなマルチ

メディア日本語学習プログラムが不可欠であ

り，現在,プログラム開発を継続して行ってい

るところである。 

J-Supportは，2010年，山口大学国際化推進

事業の一環として開発を始めたもので，その後，

継続して研究開発を行っている。 

 

   （山口大学留学生センター 准教授） 
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資料１ 

J-Support 日本語学習支援サイト

http://j-support.isc.yamaguchi-u.ac.jp 

参考サイト 

J-CAT 日本語テスト http://ww.j-cat.org/ 

とよた日本語学習支援システム ５ヶ国語対

応 http://www.toyota-j.com/staff.html 

アニメ・マンガの日本語（国際交流基金） 

http://www.anime-manga.jp/ 

エリンが挑戦 にほんごできます(国際交 

流基金)  https://www.erin.ne.jp/jp/ 
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